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となる。近年は知的障害者や精神障害者の雇用率が伸びて
きているが，障害者の法定雇用率が令和5年から令和8年
の間に2.3％から2.7％に引き上げられることを考えると，
今後も身体障害者の雇用者数は伸びていくことが予想され
る。
　しかしながら，特別支援学校を卒業した肢体不自由児の
なかで，就労による社会参加を叶えるものの割合は極めて
少ない。文部科学省の学校基本調査（2023）によれば，令
和5年3月に特別支援学校（肢体不自由）高等部を卒業し
た1,559名のうち，就労は71名（4.55%）（図2）であり，
他の障害種を合わせた平均就職率（29.33）を大きく下回っ
ている（表1）。逆に，社会福祉施設等への入所・通所の
割り合いが非常に高い。

１．はじめに

　この論文は，愛媛県のトライアングルエヒメ推進事業「デ
ジタル実装加速化プロジェクト」の助成を受け，「えひめ
ロボティクス障がい者サポートコンソーシアム」ⅰ）にて令
和5年度に実施した「ロボティクスを活用した障がい者就
労サポート事業」の内容をまとめたものである。この事業
は，愛媛県内の肢体不自由児者を対象に，アバターロボッ
ト（OriHime ⅱ））を活用した遠隔就労の機会創出を目的と
して実施し，令和5年度は今治にある里山サロンというカ
フェにおいて，県内の特別支援学校の生徒3名，就労継続
支援Ａ型事業所の雇用者3名の計3名がメニューの紹介や
料理の説明，フリートークといった接客体験を行った。本
事業の流れや詳しい説明は3章以降で行う。

２．研究の目的と背景

⑴　背景となる課題

　2023年現在，障害者の法定雇用率は民間企業では2.3％，
公的機関では2.6％（都道府県などの教育委員会は2.5％）
に設定されている。民間企業での実雇用率は2.33％に達
し，障害者雇用者数も64万2,178人と過去最高を更新した

（図1）（厚生労働省，2024）。また，公的機関でも実雇用
率が前年を上回り，国や地方自治体の実雇用率も上昇傾向
にある。このうち民間企業における身体障害者の被雇用者
は，対前年比0.7％増の360,157.5人となり，全体の約56%
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⑵　本研究の問題意識

　近年，特別支援学校においては，在籍している児童・生
徒の障害の重度・重複化や，医療的ケアを必要とする児童
生徒の増加が進んでいる状況がある。障害者雇用の状況に
比して，特別支援学校卒業後の肢体不自由者が多様な進路
選択を保証されていない現状に関し，加藤（2016）は，国
公立大学，公立短期大学へ勤める肢体不自由者の就労環境
等の調査に触れるなかで，常勤の回答者のうち約7割が，
3－6級と比較的障害が軽度であり，介助を要しない状態
である可能性が高いこと，また，起因疾病においても，脊
椎・脊髄系，神経・筋系，骨・関節系，その他に分類され
る身体の欠損・切断等が大半であり，脳損傷が多くを占め
る特別支援学校（肢体不自由）在籍児童生徒とは大きく状
況がことなるのではないかと指摘している。また，筑波大
学附属桐が丘特別支援学校の卒業生を対象に行った調査の
中で，一般就労に至った者が28名（25.9％）と，他校と比
べて多い傾向にある本校においても，トイレ介助などの配
慮を必要とする者に限ると，一般就労に成功したのはわ
ずか3名（10.7％）に過ぎないこと，進学等を経た者も
含め，個別の配慮を比較的受けやすい就労継続支援事業 B
型，あるいは生活介護事業の事業所において活動する者

（32名（29.6%）），在宅等の状況にある者（14名（13.0%））
が多くいることから，トイレ介助や個別的な配慮要件があ
ることで就労が極めて困難になる「肢体不自由者の就労上
の『壁』となる事項」があることを指摘している。（加藤，

2016）
　実際に，筆者が相談員を務めている愛媛県障がい者 ICT
サポートセンターにおいても，「希望の就労先から食事介
助が難しいと言われているため，食事に必要な機器を紹介
してほしい。」「入所型の職業訓練施設に行きたかったが，
トイレ介助を理由に断られてしまったので，在宅の業務環
境を整えるための相談がしたい。」といった話が寄せられ
ることがある。さらに医療的ケアが必要な場合など，訪問
教育を受けながら在宅や医療機関等の施設での生活を送っ
ている生徒にとって，就労のハードルはさらに高くなるこ
とが予想される。
　しかし，2024年に行われた「障害者の雇用の促進等に関
する法律」の改正では，雇用義務が課せられる事業主の範
囲が拡大し，従業員40人以上の企業が対象となるとともに，
週所定労働時間が10～20時間未満の重度障害者や精神障害
者も実雇用率に算定可能となった。在宅就労に関しては，
通勤と介助等がもたらす本人と周囲の負担感が少ない。ま
た，短時間での就労が可能になることによって体力や身体
的負担の問題の緩和や，身体介護を受けながらの就労が可
能となるため，これまで就労につながっていなかった肢体
不自由児者の，ICT 機器等を活用した在宅勤務の機会が
広がっていくことが期待される。物理的な距離の問題も解
消しやすいため，企業の少ないエリアに住んでいる当事者
にとってのメリットも大きい。
　もちろん，希望する就労先で必要な介助を含めた配慮を
受けつつ就労ができるよう，職場への介護職の出入り等，
他機関連携を含めた調整・改善を求めていくことと同時
に，進路指導の中で在宅就労を希望する生徒への支援を充
実させていく必要は高まっていると考えられる。

⑶　キャリア教育と必要な支援

　2011年の中央教育審議会による「今後の学校における
キャリア教育・職業教育の在り方について」（答申）では，
キャリア教育・職業教育を「一人一人の社会的・職業的自
立に向けて，必要な基盤となる能力や態度を育てることを
通して，キャリア発達を促す教育」としており，「キャリ
ア発達」を「社会の中で自分の役割を果たしながら，自分
らしい生き方を実現していく過程」と説明している。また
特別支援学校におけるキャリア教育・職業教育に関し，障
害の特性に応じた個別的な指導と支援の重要性，社会で自
立して生きるための基盤となるスキルを育成することを目
的とし，幼児期から高等教育に至るまで，体系的なキャリ
ア教育を実施すること，学内で完結するのではなく，地域
の企業・福祉施設との連携を強化し，職業体験の充実など，
職業教育を実践的に行うこと。人間関係形成能力，自己管
理能力，課題解決能力，キャリアプランニング能力などの

「基礎的・汎用的能力」の育成を重視するといった視点の
もと，特別支援学校におけるキャリア教育が，より実践的

図２．肢体不自由者の就職率
� 「学校基本調査」（文部科学省，2023）を基に筆者が作成

表１．特別支援学校高等部卒業後の状況

� 「学校基本調査」（文部科学省，2023）を基に筆者が作成
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で社会に直結する形で進められていくことが期待されてい
ることがわかる。
　しかしながら，上述した介助等の存在は，職業体験など
の場面でも「壁」として機能することは予想に難くない。
肢体不自由児の場合，日常生活や社会活動において体験の
機会が制限されることが多く，その結果として，社会的な
経験や実践的なスキルの習得が不足しやすい。前掲の加
藤（2016）では，肢体不自由児の多くに見られる障害特性
として，運動や動作の制約，感覚や認知の特性，そして体
験や経験の不足を挙げ，これらが併存・関連しあうことに
よって，児童生徒が思考や行動に時間を要してしまうとい
う面と大きく関わっていると指摘するとともに，中央教育
審議会（2011）が示した「基礎的・汎用的能力」に関連し
て，肢体不自由児には「決め事を守る誠実さがあるととも
に，概念理解，主体性，状況判断力に課題がある」と推察
できると指摘している。
　「社会の中で自分の役割を果たしながら，自分らしい生
き方を実現していく」ためには，多様な経験を通じて，自
己理解を深め，将来の選択に役立てていく必要がある。ま
た，職業教育においては，そういった基盤となる能力や態
度だけではなく，それぞれに必要な専門性や専門的な知
識・技能を身に付けていくために，それを実現するための
特別な配慮や支援とともに，実践的な経験を積む機会が必
要となるが，その場が見つけられない生徒も多い。
　本研究では，肢体不自由児者に対する就労支援の新たな
可能性を探ることを目的とする。特に，遠隔操作ロボット

「OriHime」をはじめとする ICT 機器を活用した在宅就労
の形態に着目し，これまで十分に提供されてこなかった接
客業務やサービス業への参加機会の拡大を目指した。研修
プログラムや実証実験を通じて，これらのテクノロジーが
障害を持つ当事者の就労意欲や自己有用感にどのような影
響を与えるかを明らかにするとともに，教育現場や支援機
関における進路指導や就労支援の新たな可能性を検証す
る。さらに，隠れたニーズの顕在化を支援する観点から，
個々の多様な可能性を引き出すための具体的なアプローチ
について考察する。
　次章では，この問題に関する解決の１例として，遠隔操
作ロボットを使用した就労支援に関する事例の紹介を行
う。本事業では，オリィ研究所が中心となり実施したパイ
ロット養成研修ⅲ）を中心に，肢体不自由者が少ない分野
であるサービス業（特に飲食業）における就労体験の様子
や事業内で実施したアンケートやインタビュー調査の内容
を概観する。

３．ロボティクスを活用した障がい者就労
サポート事業ⅳ）

⑴　「今治・里山サロンOriHime カフェ」での就労体験

　本事業では，県内の特別支援学校である「しげのぶ特別
支援学校」，「宇和特別支援学校」，及び就労継続支援Ａ型
事業所事業者「株式会社マルク」と連携し，計6名の肢体
不自由者を OriHime のパイロット（操作者）として育成
した。「育成パイロット」に関わる研修等のスケジュールは，
以下の通りである。

【パイロット養成に関わるスケジュール】

2023/11
27日

DAY１：学校・事業者向け説明会
（オリィ研究所：ZOOM を利用したオンラ
インで実施）

2023/12
13日/15日
19日

DAY２：OriHime の操作練習
（愛媛県障がい者 ICT サポートセンター：
パイロットの所属する３施設にてそれぞれ
対面実施）

2024/１
９日〜24日

DAY３・DAY４：日本橋研修
（オリィ研究所：先輩パイロットの指導
のもと，日本橋の「分身ロボットカフェ 
DAWN ver. β」にある OriHime を操作し
てもらいながらオンラインで実施）
＋各自自主練習日を設ける

2024/１
25日
2024/２
１日 / ８日

DAY ５・DAY ６・DAY ７：里山サロンで
の接客
　里山サロンおよび宇和特別支援学校には
㈱ノトススタッフが，松山市内の参加者の
ところには愛媛県障がい者 ICT サポート
センターがそれぞれサポートに入り実施し
た。
　また接客サポートとして，オリィ研究所
から先輩パイロットが参加し，オリィ研究
所スタッフもオンラインチャット等を活用
しながら支援を行った。

　DAY ５・DAY 6・DAY 7は，今治にある「里山サロン」
のテーブル上に設置された「OriHime」を学校や事業所な
どから育成パイロットが遠隔で操作し，事前予約の上訪れ
た来店者に対し，3日間それぞれ約1時間の接客を行った。

【本事業参加者の操作する初心者マークのついた OriHime】

＊子どもたちに楽しんでもらえるよう，アドリブをきかせて
OriHime ジャンケンを実施。手前は先輩パイロット。



120 大学教育実践ジャーナル　第24号　2025

　接客は日本橋にある「分身ロボットカフェ DAWN ver.
β」のスタッフである「先輩パイロット」とペアになって
行い，［お客様への挨拶］→［自己紹介］→［注文方法の
説明］→［愛媛県産の野菜やジビエ肉などを使用している
メニューの説明やおすすめのポイントの解説］→［フリー
トーク］→［アンケートのご案内と退席の挨拶］の流れで
実施した。育成パイロットには，メニューの紹介など実施
店舗に合わせて作成された基本の接客台本をもとに，各育
成パイロットに合わせて手を加えた個別の接客台本が渡さ
れており，基本的にはその台本に沿って接客を行っている。

⑵　各育成パイロットに合わせた配慮（接客台本の作成）

　接客台本は，①必ず読み上げるメニューの説明など，お
客様に伝えるべきセリフ，②先輩パイロットとのセリフ
の分担，③おすすめの OriHime モーションⅴ）の例，④お
客様への情報提示用に OriHime 横に設置される iPad の映
像等の情報が盛り込まれている。セリフの分担など，接客
台本の調整は，構音の苦手さや，話すことでの身体的負
担の大小，吸引等の医療的ケアのタイミングの確保など，
DAY ３・4や普段の様子を参考に，オリィ研究所が作成
を行った。方向性等に関してはビジネスチャットツールを
使用して，コンソーシアムメンバーに共有され，定期ミー
ティングやチャット上にてメンバーの意見，先輩パイロッ
トの意見，育成パイロットの希望などを取り入れながら，
作成された。
　経験の不足から，相手に合わせた臨機応変なコミュニ
ケーションを苦手とする生徒が多いため，⑤パイロットご
とにおすすめの導入トークなどの例もいくつか提示されて
いる。

　これら研修を通して，かなり丁寧なコーチングやそれに
もとづく個別台本の調整が行われている。

ここにいくつかの例をあげると，
◦構音の苦手さのあるパイロットには，オンラインで聞き

取りやすいスピードを試し，実際に何度も練習をする。
（家庭や学校での練習も実施）

◦話の途中で料理が運ばれてくる，学校のチャイムが鳴っ
てしまうなどのケースを想定し，場面場面を活かしなが
ら話を盛り上げる具体的なやり方の教示の実施。

◦医療的ケアが途中で必要になった時の対応についての相
談。（はじめにお客様にも伝えておく，音声を切る等）

◦話すときに，相槌を含めモーションを多用する傾向が
あったり，元々のコミュニケーションの苦手さから，話
始めのタイミングをうまく掴めないパイロットがいた。
モーションの多さに関しては，「今日はぽかぽか良いお
天気ですね」といった温かい雰囲気の声かけと相まって，
人柄が表れる表現として，大切にすることに決め，話は
じめのタイミングを掴めるよう，合図となるモーション
や声掛けを考え，先輩パイロットがその合図を出すこと
でスムーズな接客につながるよう調整を行った。こう
いった個別対応の中でまさに本人専用といえるような接

【接客当日の育成パイロットの様子】

＊安定した通信環境を確保するため，愛媛県障がい者 ICT サ
ポートセンター内にて実施。台本を見ながら，手元の指マ
ウスと足元に置かれたマウスの両方を使ってパソコンから
OriHime を操作している。

【接客台本の例①】

＊オリィ研究所にて作成。「フードメニューの説明は先輩パイ
ロット，ドリンクは育成パイロット」といった分担方法や，
部分ごとに細かく交代するなど，分担は育成パイロットの必
要に合わせて細かく調整を行った。

【接客台本の例②】

＊着席時やお客様が揃って接客が始まる前の時間などに困らな
いよう，「自分は今宇和（会場まで130キロ弱）にいるのですが，
お客様はどこからいらっしゃったんですか？」といった，そ
のパイロット毎におすすめの導入トークなども DAY ３・４
や自習練習などの時間を使って，育成パイロットと相談をし
ながら書き込まれていった。
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客台本の調整をおこなっている。
　後半のフリートーク部分に関しても，いくつか話したい
内容の候補を考えておきつつ，お客さんの質問などに適時
答えながら接客をしていくパターンや，「自分の好きな漫
画やアニメの話がしたい」といった育成パイロットの希望
を受けて，クイズの時間を設けるなど，それぞれのパイロッ
トの認知特性やコミュニケーションの力などに合わせて実
施方法を検討した。経験豊富な先輩パイロットが同一テー
ブルで必ず一緒に接客をしてくれることで，フリートーク
に不安を持っていた育成パイロットも安心して接客に取り
組める体制となっている。
　この点に関しては，育成パイロットの感想はもちろんの
ことながら，来店者アンケートの中からも，「先輩パイロッ
トのフォローがさすがでした」等サービスの質の向上や相
互の安心感に繋がっていることが見てとれた。

⑶　OriHime パイロット育成研修の内容

　今治・里山サロン OriHime カフェの実施当日までに，
全員が参加する研修を DAY １から DAY 4までの計4回
と，自由参加の自主練習を複数回実施した。
　DAY 3・DAY 4と自主練習は先輩パイロットとオリィ
研究所スタッフが個人指導を行うマンツーマンの形で行わ
れた。その中で，「接客の７大用語」の説明から，先輩パ
イロットのお手本を参考にした，OriHime での挨拶練習
など，今回の業務の中で必要なスキルに関し，しっかりと
基礎から学ぶ時間が設けられている。OriHime は話しな
がら手や頭を動かすことで，豊かな感情表現が可能となる。
しかし話しながらタイミングよく「モーション操作」をす
る必要があり，初めはそれを難しく感じるパイロットが多
かった。接客台本にはおすすめモーションを載せるととも
に，初めはしっかりと台本を読めるようになることに注力
し，先輩パイロットの操作を見ながらモーションの練習を
していくことで，どのパイロットも本番前には自然なモー

【来場者アンケート自由記述抜粋】

【実施した研修内容】

＊ PePe は本生徒の使用していたパイロットネーム

＊ OriHime の操作は実機の置かれた場所から離れ，遠隔で行う
ため，DAY ２はパイロットが自分が操作する OriHime が動
いている様子を見ることができる最初で最後の機会となる。
全てのモーションを試してみたり，ペアを組んでお客様体験
をしたりといった活動を実施した。

【自作のクイズスライド】

＊アニメの話をしたいというパイロットの希望を叶えるため
に，クイズ形式の接客を取り入れた。当初本人は完全フリー
トークを希望していたが，アニメに興味のないお客さんが席
に来た場合でも，クイズ形式にすることによって，円滑にコ
ミュニケーションを進めることができた。イキイキと語られ
る本人の多様な趣味や，何日もかけて１枚のイラストを仕上
げるといった説明にテーブルは大いに盛り上がり，来店者ア
ンケートでは，一番反響の大きなパイロットとなった。
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ション操作ができるようになっていた。来店者アンケート
でも，
　「ロボットじゃなく人と喋ってると言う暖かさがすごく
良かったです！楽しかったです！」
　「実際にアバターロボットとお話ししたのは初めてです
が，想像以上にコミュニケーションが滑らかに取れて，大
変楽しい時間を過ごすことができました。」
　「先輩パイロットのフォローもありながら，新人パイロッ
トも一生懸命頑張っており，微笑ましかったです。ロボッ
トのフォルムやジェスチャーもとても愛らしく，楽しい時
間を過ごすことができました。」　等の感想が寄せられてい
る。

⑷　研修を通したパイロットの変化について

　実際にオンラインでそれぞれ DAY 3・DAY 4実施の
様子を見させてもらったが，研修はひたすら温かく褒め，
参加者の好きなものや良いところを引き出すことで，育成
パイロット自身が「話す楽しさ」を体感できる内容となっ
ている。
　「スタッフの皆様，先輩パイロットの皆様が生徒に対し
て前向きに言葉を掛けてくださり，私も隣で聞いていて励
まされていました。この経験を，これから子どもたちとの
関わりの中で生かしていきたいです。」（教員）
　「色々褒めていただいてありがとうございます。自信が
つきました。楽しかったです。」（パイロット）
　「初めて先輩パイロットの方と会い，最初は緊張してい
ました。ですが，とても優しい先輩で，今回の研修も楽し
かったです。お客様とお話しするのは，すごく緊張します
が，練習を沢山して，少しでも緊張を少なくできるように
頑張ります。」（パイロット）
　接客の経験がないこともちろん，肢体不自由児は「して
もらう」「聞いてもらう」体験が多くなりがちである。そ

のため，相手のタイミングやお互いの関係性に配慮しなが
ら「話を聞く」経験が圧倒的に少ない。
　フリートークや挨拶の練習では，会ってすぐの場面で唐
突に質問ばかりを投げかけてしまう場面が多く見られた。
また，自分の話をし続けてしまう，一方的なコミュニケー
ションになってしまうといった課題もある。さらに，何を
聞かれているのか分からずにまごまごしてしまったり，会
話が噛み合わなかったりする様子も，ほとんどのパイロッ
トに見られた。
　その中で，クイズ形式の導入など，個々人の苦手な部分
をカバーする具体的な対策が盛り込まれ，当日に失敗させ
ないためのパッケージが作られている（効果的な支援の洗
い出しと工夫）。また，本人が利用可能で実践的なスキル
の学習（困難を補うための指導）や，自己理解の促進や社
会性の育成（状況判断や自己を客観視する力による行動の
調整）といった，キャリア教育で求められる「基礎的・汎
用的能力」に関わる指導が行われていた。短い研修時間に
もかかわらず，「接客台本を個々人に合わせる」というス
キームの使用により，非常に効果的な指導が可能となって
いた。
　特にコミュニケーション面での変化は支援者向けのアン
ケートでも多く言及されている。
　「最初は準備されたセリフをただ頑張って読んでいる，
ロボットを頑張って動かそうという感じで，ながれには
ちょっと沿っていない，一つ一つを頑張りすぎているとこ
ろがあったが，今はお客様との間合いを大事にしながら，
お客さんに喜んでもらおう，理解してもらおうというよう
な，自分から優しさを持った接し方というのが言葉の発し
方にも表れていた。」（教員）
　「お客様目線でサービスを提供する難しさや，自身の柔
軟さなど，必要な能力を主体的に考えることが増えた。」（教
員）
　「研修受講前は自分の好きなことを話したいという気持
ちが強く，お客様のお話をしっかり聞いて会話ができるか
不安だと話していた。先輩パイロットの皆様との練習を通
して接客の流れを理解したことで，安心感を持って本番に
臨むことができた。本番は，お客様のお話に対してしっか
りリアクションを取りながら，自分の伝えたいことを話せ
ていたように思います。研修を通して，きちんとした言葉
遣いで話そうという姿勢も見られるようになりました。」

（教員）
　「初めは台本の流れを通したいために，お客さんをせき
立てるような様子もあったが，実施時にはお客さんを気遣
う様子が見られ，この子変わった！と感動した」（保護者・
教員）　
　育成パイロットのメンバーは，研修前は「台本を読むこ
と」「ロボットを操作すること」に意識が向きすぎていた
ために会話の流れや相手の反応への配慮が難しい場面も

【OriHime 操作画面】

＊愛媛県障がい者 ICT サポートセンターの OriHime。iPad の
左側の白いまる部分をタップすると言葉にあった様々なモー
ションを簡単に撮らせることができる。
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あった。しかし研修後には，相手の言葉に耳を傾け適切な
タイミングで応答するなど，双方向のコミュニケーション
が自然にできるようになっていた。特に，相手を思いやる
姿勢や状況に応じた柔軟な対応が身についてきた様子が，
支援者や保護者のアンケートの回答からも見てとることが
できる。
　また，研修の中で自己理解が深まり，「自分でもお客様
に喜ばれる接客ができる」という自信が芽生えたことで，
自己効力感や社会性の向上が見られた。「お客さんに喜ん
でもらおう，理解してもらおうというような，自分から優
しさを持った接し方というのが言葉の発し方にも表れてい
た。」というように，研修の成果が行動や態度に反映され
ていることが伺える。

　距離の制約なく，こういった体験ができるのは肢体不自
由者にとってはメリットが大きい。また，普段地域の中で
は出会うことの少ない，さまざまな年齢・障害・在宅で働
いている先輩方との貴重な交流機会になった。ロールモデ
ルの少ない（特に地方エリアの）肢体不自由児にとっては，
非常に貴重な体験と言える。

⑸　「OriHime」を使用した実践の成果と課題

　当日3日間は，4名掛けのテーブル席２箇所を OriHime
接客用とさせていただき，事前予約，相席のお願いをする
形で運用した。事前予約と相席制というハードルがあるな

か，3日間で定員72名に対して66名が来場。カフェの売り
上げに関しても，通常時に比べ上がったということであっ
た。「今治・里山サロン OriHime カフェ」実施後に行われ
た来場者アンケートでは，「OriHime との会話は楽しかっ
たですか？」との質問に対して，84％が「楽しかった」と
回答。「やや楽しかった（8％）」を含めると92％の来場者
が OriHime の接客に満足したことになる。

　相席に関しても，「年齢や，職業の垣根を超えて，楽し
いお話ができた。」「OriHime さんを通して相席だった初
対面の方ともたくさん話せて（席を移動しても楽しくお話
ししました）嬉しかったです。」「相席の方が非常に愉快で
楽しい時間を過ごせました。」等好意的な意見のみの結果
となった。
　従事した育成パイロットの満足度としては，「今治・里
山サロン OriHime カフェでの接客研修の疲労度はいかが
ですか？」という質問に対し，参加した全員が一様に「疲
れた」と回答しているが，今治・里山サロン OriHime カ
フェでの接客研修に関しては，同様に全員が「良かった」
と回答していた。また，同様な研修があれば参加したいか
という質問に関しては，「参加したい」4名，「どちらかと
いえば参加したい」1名という回答であったⅵ）。
　事前研修，「今治・里山サロン OriHime カフェ」双方に
関わって，通信トラブルと音声の品質に関する指摘が主で
あった。改善点として，

（パイロット）
　「研修中，映像が止まっていたこと。」
　「話していただいている方の声が途切れたりしたのでそ
こが改善点かなと思いました。」
　「画像が途中で見えなくなったこと」
　「映像が荒れていたり音声が途切れたりして，通信状況
が悪かったです。」
　「周りがざわついていたら，声がかき消されて聞こえに
くいことがある。（仕方ないことなのかもしれないけれど）
聞き返さないといけないこともあるので，僕とやり取りを
されている方も同じだと思うけれど，そこが一番気になる

【DAY３・DAY４の様子】

＊オリィ研究所のスタッフ以外は，全員オンラインで遠隔参加。

【自主練習の様子】

図３．「今治・里山サロン OriHime カフェ」来場者アンケート
「OriHime との会話は楽しかったですか？」の回答結果
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ところかな，と思います。」
（来場者）
　「ザワザワしてたら OriHime さんもお客さんもちょっと
音が少し聞き取りにくそうだったので，もう少し音量あげ
ていただけたらスムーズかも？と思いました。」
　「おりひめの話すボリュームによっては聞き取りにくい
ことがあったのが，少し残念です。」
　「電波状況が改善されれば，より快適にスムーズに会話
ができると思いました！」
　なかなか起動がうまくできずに何度か再起動をしたり，
途中で OriHime が停止してしまうなどのトラブルもあっ
た。同様の状況は，オリィ研究所の実施している実証実験
でも報告されているため，安定した通信環境の整備・使用
する空間の特徴（人が沢山いてザワザワしている，天井が
高い・一部屋が広く音が吸収されやすい等）に合わせて考
慮するとともに，ICT 機器を使用して行う以上，一定の
危機トラブルは起こることを想定の上で実施していく必要
がある。（武内，2024）

４．おわりに

⑴　パイロットの就労意欲や自己認識，自己有用感の変化

　研修前に6名のパイロットたちに実施した事前アンケー
トでは，「どちらかといえば接客の仕事はしたくない」と
接客業務に対して消極的な意見もあった。また，就労に関
しても，「どちらかというと就労したい」のように，一部
消極的な回答も見られていたが，研修後のアンケートでは

「接客業への意欲が向上した」と全てのパイロットが回答
するとともに，「就業（仕事に就くこと）への意欲は向上
しましたか？」という質問には，全員が「向上した」と回
答している。
　「このような働き方もあると知り，実際にその場にいな
くても，家から仕事ができて凄いと思いました。将来，オ
リヒメなどを使った在宅の仕事も良いなと思うようになり
ました。」（パイロット）
　「初めての人と話すのは苦手で，初めは接客の仕事はし
たくないと思っていた。お客様に私に会うのを楽しみにし
ていたと言っていただいて，とても嬉しかった。オリヒメ
をしてみて接客の仕事もいいかなと思いました。」（パイ
ロット）
　「接客という仕事も視野に入れて今後とも頑張っていき
たいと思います。」（パイロット）
　「今までは接客業は視野に入ってなかったけれど，今回，
オリヒメのようなロボットを使って仕事ができることが分
かったので良かったです。現地に行くことが難しいので，
オリヒメならば，できることが分かった。」（パイロット）
　「今回の研修を通して改めてサービス業が好きだと感じ
ました。」（パイロット）

　「今回体験させていただいた生徒が生き生きと将来につ
いて考えるようになった。『自分にもできることがある』
という自己有用感を感じられるようになったように思う。」

（教員）
　「今まで，小さな枠の中で生きてきた利用者さんが，遠
くに住む方とオリヒメを通じて話せることで，世界が広が
り，とても生き生きとされてきて，自分のロボットに対す
る愛着もわいてきたようです。「これを使って仕事がした
い‼」と言われていました。オリヒメを操作していると，
目がキラキラとしていました。重い障害を持っている方で
も，自分の可能性を広げられるということを体験出来たら，
未来に対する希望が持てると思うし，生きがいを感じるこ
とができる。」（職員）
　「「自分にも接客ができるのだ」「いろんな人と会話でき
るのが楽しい」といった声を聴けた。「接客は難しい」と
思われている方がいればぜひ挑戦していただきたい。」（職
員）

⑵　遠隔操作ロボット等を用いた就労支援の可能性

　ICT 機器を活用した在宅就労は，肢体不自由者にとって，
当事者・雇用者双方の身体的・経済的負担等を軽減できる
社会参加の形態のーつとして注目されている。今回すべて
のパイロット・支援者から「接客業は無理だと思っていた」
という語りが一回は出てきている。今回のプログラムに参
加した特別支援学校においても，校内でカフェなどの接客
練習のプログラムを実施していたり，「接客技能検定」な
どの受験支援を実施していたということだったが，対人の
サービスに関しては，「学校でも授業の中でカフェでの接
客の練習をしたことがあるのですが，体を動かすことが難
しい生徒には十分に活躍の場を設けることができていませ
んでした。」等，支援が十分でなかった様子が窺われる。
　接客研修終了後に実施したヒアリング調査の中から，2
名の特別支援学校の生徒のコメントを紹介する。生徒の一
人は，車椅子生活を送る中で将来の就職について事務職を
選ぶケースが多いことを認識しつつも，次のように語って
いる。
　「僕は普段から車椅子生活ですが，車椅子といったら事
務職に就くケースが多いんです。でも，この研修を通して
やっぱり接客業が好きだと実感しましたし，今回の経験を
今後に活かして，将来は夢である接客業に就きたいなと
思っています。人と深く深く関われることが接客業の魅力
です。」
　また，別の生徒は，身体が動かないことで接客業が自分
には不可能だと感じていたが，OriHime を通じてその可
能性が開けたと語っている。
　「身体が動かないので，接客はできないと思っていたの
ですが，OriHime に出会って私でも接客ができるんだっ
て嬉しかった。学校の話をしたり，趣味の話をしたり楽し
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かった。愛媛県にも OriHime カフェが作られたらいいと
思います。」
　これらのコメントから，生徒たちが研修を通じて接客業
の魅力や可能性に気づき，新たな自己肯定感を得られた様
子が伺える。また，接客業に対する意欲や夢を抱くように
なったことは，将来の進路やキャリア形成に向けた重要な
一歩といえるのではないだろうか。OriHime を活用した
接客業が，生徒たちにとって社会参加や自己実現の大きな
可能性を提供していることが確認できる結果となった。
　清水（2003）は，特別な教育的ニーズの性質として，
⑴顕在化したニーズと隠れたニーズの存在，⑵ニーズの個
別性，⑶ニーズの連続性，⑷ニーズの年齢的変化等があ
ることを言及している。「肢体不自由は『したい』不自由」
と言われることもある。このニーズの文脈で考えると，「し
たい」にもすでに知っていてニーズとして顕在化している
もと，「したい」の俎上にまだ登っていものがあることに
なる。また，隠れていたニーズに気がつくことは，新たな
ニーズ形成に繋がっていく可能性を秘めている。
　「今回，OriHime がまさに生徒の分身として豊かに感情
表現をしてくれたおかげで，生徒自身がお客様としっかり
コミュニケーションが取れたと達成感を感じていました。」
というように，動かない身体を表現する媒体を得ることは，
接客というこれまで想定をしていなかった就労の形への気
づきだけではなく，他の業種を含めた別の働き方や，外出，
コミュニケーションなどさまざまな活用方法へとつながっ
ていく可能性を秘めている。肢体不自由分野では特に，こ
の隠れたニーズを顕在化するためのさまざまなチャンネル
を就労支援，進路指導の中どう入れ込んでいくのかという
のは一つ重要な視点になるのではないだろうか。
　現在さまざまなタイプのアバターロボットが世に出てき
ている。「えひめロボティクス障がい者サポートコンソー
シアム」でも，令和6年度は「OriHime」に加え，「ugo 
mini」ⅶ）という新たなロボットを加えて就労支援の検証を
実施する。ugo mini ではテキスト発話の機能が標準で使
用できるため，言葉を発することが難しい場合でも来場者
とコミュニケーションをとることができるのも一つの特
徴である。コミュニケーションロボットの一種であるア
バターロボットには，ロボットの身体を通して様々な作
業・体験ができるのが特徴であり，さまざまな自治体や業
態で実証実験や活用が始まっている。多くの機器が利用者
の操作負担の軽減やアクセシビリティを意識した操作性が
意識されているとともに，遠隔操作のため，電波さえあれ
ば居住エリアによる社会資源の差といった不利益も受けに
くい。上述した法改正で，週所定労働時間が10～20時間未
満の重度障害者や精神障害者も実雇用率に算定可能となっ
たことを考えると，これまで選択の幅が不当に狭められて
いた肢体不自由児者の就労に関し，かなり期待の持てるソ
リューションとなりえるのではないだろうか。

　興味のある方は今年度の取り組みも含め，検索エンジン
や各種 SNS で「えひめロボティクス障がい者サポートコ
ンソーシアム」と検索いただけると幸いである。
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注

ⅰ　「えひめロボティクス障がい者サポートコンソーシアム」

代表／株式会社ノトス，パートナー／株式会社オリィ研究所，

愛媛県障がい者 ICT サポートセンター，愛媛大学，（令和５

年度）

ⅱ　OriHime は，株式会社オリィ研究所が開発した遠隔コミュ

ニケーションロボットである。操作者は，PC やタブレット，

スマートフォンなどの端末から OriHime の首や腕を遠隔操

作し，カメラ・マイク・スピーカーを通じて遠隔地とのリア

ルタイムコミュニケーションを行うことができる。（武内，

2024）

ⅲ　OriHime ロボットの開発元であるオリィ研究所では，

OriHime ロボットを操作し，コミュニケーションや接客，

業務などの活動を行う利用者のことを「パイロット」と呼ん

でおり，本研究においても，プログラム参加者を「パイロッ

ト」「育成パイロット」と表現する。

ⅳ　本稿では事業で実施したうちの「OriHime カフェ」該当

部分についてのみ取り扱う。

ⅴ　パイロットが意図した感情や意思を表現するために用意さ

れた，OriHime の腕や首の動き，ジェスチャーのことを指す。

各動きには，「いいえ」「うんうん」「なんでやねん」等の名

前が付けられており，パイロットが非言語的なコミュニケー

ションを補完する目的で使用される。

ⅵ　本事業に参加した６名の内１名のパイロットは，体調不良

により途中辞退となった。

ⅶ　https://ugo.plus/ugo-mini/（最終確認日2024年10月１日）

竹内　麻子，苅田　知則




